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	単 元の
目 標
	・アフリカ州の人々の生活や産業の特色を歴史的背景をふまえて理解しているとともに，資料からアフリカ諸国とヨーロッパ諸国との関係の深さを調べまとめる。単元名「アフリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・一つの国が輸出品を特定の農産物や鉱産資源に頼るようになった原因を追及し，そのような貿易形態の問題点を多面的・多角的に考察し，解決に向けて選択・判断する。
・モノカルチャー経済やヨーロッパとの関係に着目しながら，アフリカ州の地域的特色に関心を高め，課題の解決を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
（1）

	「アフリカ州の自然環境」
◎アフリカ州の自然環境には，地形や気候にどのような特色がみられるのか理解する。
○赤道をはさんで南北に広がる広大な範囲を概観し，地形や気候を中心に，アフリカ州の国々や自然などの基本的な特色を理解する。
	
	
	
	②１人１台端末のキーワード検索や，地図アプリを用いてアフリカの地理的特徴を捉えさせる。
③教科書P.84～P.85資料１や８等と関連付けながら，アフリカ州の気候の特色を，赤道からの距離に着目して説明させる。

	2
（2）
	「アフリカの歴史と文化」
◎アフリカ州はどのような歴史をたどり，その文化には，どのような特色がみられるのか理解する。
○アフリカの文化の特色や変化について，歴史的背景やヨーロッパとのつながりに着目しながら理解する。
	○
	
	
	②１人１台端末を活用してアフリカの歴史に関する動画を視聴させる。
③植民地時代の影響がどのようなところに見られるのか，説明させる。

	3
（3）
	「特定の輸出品に頼るアフリカの経済」
◎アフリカ州の産業にはどのような特色があり，そこにはどのような課題があるのか自分の考えを持つ。
○多くの国がモノカルチャー経済であり，様々な課題を抱えていることに注目し，そこからの脱却について多面的・多角的に考える。
	
	
	
	③ P.88～P.89資料６と７等を関連付けて，モノカルチャー経済の特徴について説明させる。

	4
（4）
	「アフリカが抱える課題とその取り組み」
◎アフリカ州の国々は，どのような課題を抱えており，その解決と発展に向けて，どのように取り組んでいるのか自分の考えを持つ。
○アフリカ各国が抱えている問題を理解し，そこからの脱却について考える。
	〇
	○
	
	③国際支援が必要とされている背景を踏まえて，今後の具体的な支援策について説明させる。

	5
（5）
	「節の学習を振り返ろう」
◎アフリカ州の国々では，特定の産物に頼る経済が，地域にどのような影響を与えているのか自分の言葉で表現する。
○アフリカ州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	②モノカルチャー経済から脱却するための取り組みについて考え，１人１台端末の付箋機能を用いて考えを交流させる。
③節の問いに対する答えを，地理的な見方・考え方「ほかの場所への影響」「地域全体の傾向」を踏まえて，【国際価格】【食糧不足】という語句を使って説明させる。


単元名「アフリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　


	単 元の
目 標
	・多様な民族が暮らすアメリカ合衆国において，広大な国土を利用して大規模な農業が行われていることや，世界をリードし続けている工業の姿について理解する。単元名「北アメリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・北アメリカ州の地域的特色や課題を，そこに暮らす人々の生活の様子を基に，多面的・多角的に考察する。
・世界に大きな影響を与える北アメリカ州の産業や文化について主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
（1）

	「北アメリカ州の自然環境」
◎北アメリカ州の自然環境には，地形や気候にどのような特色があるかを理解する。
○地形や気候を中心に，北アメリカ州の国々や自然などの基本的な特色を理解する。
	
	
	
	②１人１台端末のキーワード検索や，地図アプリを用いて北アメリカの地理的特徴を捉えさせる。
③アメリカ合衆国の気候の特色を，「西経100度」の語句を使って説明させる。

	2
（2）

	「移民の歴史と多様な民族構成」
◎北アメリカ州に多様な民族が集まったことは，地域にどのような特色をもたらしたのかを理解する。
○北アメリカ州の民族構成や地域分布，多様な文化について理解する。
	　○
	
	
	②図３と４を関連付けながら，アメリカ合衆国の人種・民族構成の特色について考えさせる。


	3
（3）
	「大規模な農業と多様な農産物」
◎北アメリカ州で，農産物を大量に生産したり，輸出したりできるのはなぜか，自分の考えを持つ。
○北アメリカ州の農業の特色について，世界の食料事情と関連させながら理解する。
	
	
	
	②P.101資料６について，P.96資料1とも関連付けながら，地形的特徴と農業との関わりについて気付かせる。


	4
（4）
	「世界をリードする工業」単元名「北アメリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

◎アメリカ合衆国の工業は，どのように変化しながら，世界をリードするまでに発展したのか自分の考えを持つ。
○アメリカ合衆国とカナダやメキシコなどとの関係性や先端技術産業の躍進などに着目する。
	
	
	
	④「大量生産方式による自動車工業」については，小学校での学び（トヨタ自動車大衡工場見学）と比較させながら，アメリカ合衆国の工業の特徴について考えさせる。

	5
（5）
	「アメリカ合衆国にみる生産と消費の問題」
◎アメリカ合衆国の人々の生活には，どのような特色があるのか自分の考えを持つ。
○アメリカ合衆国の人々の生活や文化の特色を理解し，世界への影響や課題を考える。
	〇
	○
	
	③持続可能な社会を目指す上で，アメリカ合衆国の生活様式にはどのような課題があるのか，１～８の資料を根拠に説明させる。

	6
（6）
	「節の学習を振り返ろう」
◎北アメリカ州では，アメリカ合衆国を中心に巨大な産業が発達した結果，地域にどのような影響が生じているのかを自分の言葉で表現する。
○北アメリカ州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	②１人１台端末のプレゼン作成機能等を用いて，北アメリカ州の特色と課題についてそれぞれまとめさせ，説明させたり議論させたりする。



	単 元
の
目 標
	・多様な文化を受け入れながら独自の文化を形成してきた歩みと，経済成長を遂げた国とそうでない国とが共存する地域の姿を理解するとともに，ブラジルでは経済発展が進む一方で，経済格差などの問題が生じていることを，本文や資料から調べまとめる。単元名「南アメリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・近年の顕著なブラジルの経済成長の要因と，経済成長とともに環境問題が起きていることやその解決を多面的・多角的に考察する。
・多民族の共存や近年の経済成長に着目しながら，南アメリカ州の地域的特色と農地や鉱山の開発の地域に対する影響を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「南アメリカ州の自然環境」
◎南アメリカ州の自然環境には，地形や気候にどのような特色がみられるのかを理解する。
○広大な熱帯林や世界最長の山脈などの分布に着目する。
	
	
	
	②１人１台端末のキーワード検索や，地図アプリを用いて南アメリカの地理的特徴を捉えさせる。


	2
(2)
	「多様な民族･文化と人々の生活」
◎南アメリカ州の国々の文化や民族には，どのような特色がみられるのかを理解する。
○南アメリカの文化の特色をその国々の歴史的背景に着目しながら理解する。
	○
	
	
	③各資料や本文から読み取ったことを基に，南アメリカ州で独自の文化や多様な民族が生まれた背景について，「植民地」という言葉を使って説明させる。

	3
(3)
	「大規模化する農業と成長する工業」
◎南アメリカ州の国々で，産業に変化が見られるようになったのはなぜか自分の考えを持つ。
○南アメリカ州の農業や工業の発展の特色について，開発に着目しながら考える。
	
	
	
	②教科書P.114資料３，４を比較させたり，各資料を関連付けさせたりして，ブラジルの輸出農産物の種類が増えたり，工業化が進んだりした背景について説明させる。

	4
(4)
	「ブラジルにみる開発と環境保全」
◎アマゾンをはじめとするブラジルにおける開発は，地域の環境や人々の生活にどのような影響を与えているのか自分の考えを持つ。
○アマゾンをはじめとするブラジルにおける開発が地域の環境や人々の生活に与えた影響について理解し，より良い地域の在り方について考える。
	〇
	○
	
	②１人１台端末の地図アプリを用いて，熱帯林についての地理的特徴を具体的に捉えさせる。
③環境保全をめぐる新たな課題にはどのようなものがあるについて，開発と保全のバランスに触れながら説明させる。

	5
(5)
	「節の学習を振り返ろう」
◎南アメリカ州では，農地や鉱山の開発が進むことによって，地域にどのような影響が生じているのか自分の言葉で表現する。
○南アメリカ州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	②１人１台端末のプレゼン作成機能等を用いて，南アメリカ州の特色と課題についてそれぞれまとめさせ，説明させたり議論させたりする。


単元名「南アメリカ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	単 元
の
目 標
	・自然環境の影響を受けながら生活するオセアニア州に暮らす人々の様子と，多文化社会の問題点を克服しながら多様な民族が共存するオーストラリアやニュージーランドの社会を理解するとともに，地図や統計資料などから，オセアニア州とアジア州との深い関係を調べまとめている。単元名「オセアニア州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・オセアニア州の国々が，旧宗主国であるヨーロッパの国と密接な関係を保ちながら，近年アジアとのつながりを深めている理由や課題を多面的・多角的に考察する。
・広大な海洋を背景に展開される生活や，オーストラリアやニュージーランドの多文化社会に着目しながら，オセアニア州の地域的特色や地域の新たな課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
（2）

	「オセアニア州の自然環境」
◎オーストラリア大陸と太平洋の島々からなるオセアニア州では，地形や気候にどのような特色がみられるのか理解する。
○地形や気候を中心に，オセアニア州の国々や自然などの基本的な特色を理解する。
	
	
	
	②１人１台端末のキーワード検索や，地図アプリを用いてオセアニア州の地理的特徴を捉えさせる。


	2
(3)
	「移民の歴史と多文化社会への歩み」
◎オーストラリアやニュージーランドをはじめとするオセアニアの社会は，どのような人々によって成り立っているのか理解する。
○オーストラリアにおけるヨーロッパの影響と多文化社会への転換について理解する。
	○
	
	
	①生徒の実態に応じて，人権教育資料「みとめあう心」の「９世界の中のわたし」P.19と関連付けて指導する。

	3
（4）
	「他地域と結び付いて発展する産業」
◎オーストラリアをはじめとするオセアニアの国々は，他地域と結び付いて，どのように産業を発展させてきたのか自分の考えを持つ。
○アジアとの結び付きに着目し，農業と自然環境の特色，工業と地形の特色とを関連付けて考える。
	
	○
	
	③教科書P.127資料８，９等を基に，オセアニアとアジアの結び付きが強まってきた理由について，説明させる。

	4
(5)

	節の学習を振り返ろう
◎オセアニア州では，他地域との関係が変化してきたことによって，地域にどのような影響が生じているのか自分の言葉で表現する。
○オセアニア州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。


	
	○
	○
	②１人１台端末のプレゼン作成機能等を用いて，オセアニア州の特色と課題についてそれぞれまとめさせ，説明させたり議論させたりする。
③巻頭P.１，２の資料とも関連付けながら持続可能な社会を実現するためにどのように地球的課題と向き合っていけばよいのかを考えさせる。



単元名「オセアニア州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	単 元の
目 標
	・鎌倉幕府の成立などを基に，武士が台頭して，主従の結び付きや武力を背景とした武家政権が成立し，その支配が広まったことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「武家政権の成長と東アジア」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・武士の政治への進出と展開や貴族の政治との違いに着目して，武家政治の特徴を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，古代から中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・武家政治の成立とユーラシアの交流について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル 鎌倉時代を眺めてみよう」
◎鎌倉時代の農村のようすを描いた想像図を見て，平安時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取り，疑問があれば追究すべき課題（生徒自身の「単元を貫く問い」）を設定する。
○「武士の屋敷に運ばれる品物はどこから来るのか」「武士の屋敷で子どもが読んでいる本はどんな内容なのか」「僧侶はどんな教えを説いているのか」「神社をつくったのは誰か」などの追究課題を設定する。
	
	
	
	②情報活用能力「活動スキルA7メモ」を意識させる。
②各班でJamboardに平安時代との違いや変化について気付いたことを付箋に打ち込んでいく（１人1台端末の利用）
②スプレッドシートに単元を貫く問いに対する予想を記入させる。第６時でも同様の活動を設け，自身の考えの変容や深まりに気付かせる。
③時代の特色を政治・経済・文化の側面から捉えられるようにする。

	2
(2)　
	「各地で生まれる武士団」
◎武士はどのようにして力を付けていったのかを理解する。
○武士はどのようにして現れ，都や地方でどのような役割を果たし，どのように成長していったのかを，文章や資料などから読み取る。
	○
	
	
	③本文や資料を基に，武士が現れ成長していった過程を，都と地方での武士の役割から考えさせ，説明させる。

	3
(3)
	「朝廷と結び付く武士」
◎武士はなぜ政治の実権を握ることができたのか自分の考えを持つ。
○平氏はどのような出来事をきっかけにして実権をにぎり，どのような政治を行い，なぜ滅ぼされたのか，予想を立てたり，文章や資料などから読み取ったりする。
	〇
	
	
	②資料から上皇と武士との関係に気付かせ，清盛が栄華を極めた理由について「天皇」「貿易」という言葉を使って説明させる。

	4
(4)
	「鎌倉を中心とした武家政権」
◎鎌倉を中心とした武士政権は，どのような特徴を持っていたのか自分の考えを持つ。
○鎌倉を中心とした武家政権は，どのような特徴を持っていたのか，御家人の視点から考えたり，まとめたりする。
	
	○
	
	③御恩と奉公という特徴的な主従関係を踏まえて，御家人にとって，地頭に任じられることが大切だった理由について考えさせ，説明させる。

	5
(5)
	「節の問いを振り返ろう」
◎武家政権のしくみの特徴とは何か，「領地」「御家人」という言葉を使って説明する。
○武士が土地を守るためにどのような関係を築いたかを確認する。
	
	○
	○
	②１人１台端末を使って関係する動画を視聴できるように視聴リストを紹介する。
③武家政権の仕組みと特徴について，「領地」「御家人」という言葉を使って説明させる。


単元名「武家政権の成長と東アジア」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　



 社会科　１学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画
	単 元の
目 標
	・元寇が国内に及ぼした影響，南北朝の争乱と室町幕府，日明貿易，琉球の国際的な役割などを基に，武家政治の展開，東アジア世界との密接な関わりが見られたことを理解する。諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「武家政権の内と外」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・東アジアの交流に着目して，東アジアの動きが国内の政治や社会に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・武家政治の展開と東アジアの動きについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「海を越えて迫る元軍」
◎蒙古襲来は，鎌倉幕府の政治にどのような影響を与えたのか理解する。
○蒙古襲来はどのような戦いで，幕府と御家人の関係にどのような影響を与えたのか，文章や絵画資料などから読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	③蒙古襲来が，幕府と御家人の関係にどのような影響を与えたのか，蒙古襲来の様子や，御家人の生活が苦しくなっていった背景を踏まえて説明させる。


	2
(2)
	「南北朝の内乱と新たな幕府」
◎なぜ鎌倉幕府は行き詰まり，室町幕府が成立したのか理解する。
○鎌倉幕府はどのようにして滅び，その後，政治はどのように変化していったのか，守護と守護大名の違いなどに着目し，資料などから読み取ったり考えたりする。
	○
	
	
	③守護と守護大名の違いを，「軍事」「荘園」「国司」の言葉を使って説明させる。


	3
（3）
	「東アジアの交易と倭寇」
◎室町幕府は，東アジア諸国とどのような関係を築いたのか自分の考えを持つ。
○室町幕府は東アジア諸国とどのような関係を築いたのか，文章や地図などを基にして，図を用いてまとめる。
	
	○
	
	③室町幕府は，中国や朝鮮とどのような仕組みの貿易を行ったのか，倭寇の出現と関連付けて説明させる。
③室町幕府は東アジア諸国とどのような関係を築いたのか，文章や地図などをもとにして，図を用いてまとめさせる。

	4
（4）
	「琉球とアイヌの人々がつなぐ交易」
◎琉球王国やアイヌの人々は，周辺諸国とどのような関係を築いたのかを自分の言葉で説明する。
○なぜ朝貢という対等ではない外交関係を中国と結ぶことを幕府（足利義満）が選択したのか，経済的な面に着目して考える。
	
	○
	○
	③前時の学習をより広い範囲で考え，深めていく時間であることに気付かせ，前時で作成した東アジアの関係図に，琉球王国やアイヌ文化圏を追加記入させる。


単元名「武家政権の内と外」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	単 元
の
目 標
	・農業など諸産業の発達，都市や農村における自治的な仕組みの成立，多様な文化の形成，応仁の乱後の社会的な変動などを基に，民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「人々の結び付きが強まる社会」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・農業や商工業の発達に着目して，民衆の成長が社会に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・民衆の成長と新たな文化の形成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル室町時代を眺めてみよう」
◎室町時代の港町の様子を描いた想像図を見て，鎌倉時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取り，疑問があれば追究すべき課題（「単元を貫く問い」）を設定する。
○「次の場面を探してみよう！」の課題を基に，中世の社会が変化していることに気付かせ，「武器を持った人々は，集団で何を訴えようとしているのか」「武士以外のどのような人々が力を付けるようになったのか」などの追究課題を考える。
	
	
	
	②情報活用能力「活動スキルA7メモ」を意識させる。
②各班でJamboardに①政治②経済③文化について色分けした付箋を打ち込んでいく（１人1台端末の利用）
②スプレッドシートに単元を貫く問いに対する予想を記入させる。第６時でも同様の活動を設け，自身の考えの変容や深まりに気付かせる。
③時代の特色を政治・経済・文化の側面から捉えられるようにする。

	2
(2)
	「技術の発達とさまざまな職業」
◎鎌倉時代から室町時代にかけて，産業と交通はどのように発展していったのか理解する。
○鎌倉・室町時代において，産業と交通はどのように発達したのか，農業生産力向上のための工夫や様々な職業の登場，商業，運送業などの発達に着目させ，絵画資料などから読み取ってまとめる。
	
	
	
	③特産品などの商品が増えたことが，交通の発展にどのような影響を与えたのか，馬借・車借といった運送業者の活躍と関連付けて説明させる。

	3
(3)
	「団結して自立する民衆」
◎人々は，自分たちの目的を成し遂げるために，どのような行動を起こしたのか理解する。
○争いや戦乱が続く中で，人々はどのような行動を起こしたのか，「自分たちの力」「利害」「結び付き」をキーワードにして，資料などからその具体例を見付け出してまとめる。
	　○
	
	
	③室町時代の人々の行動の考え方を，「自分たちの力」「利害」「結び付き」という言葉を使って具体的に説明させる。
②１人１台端末の資料配布機能を用いて，これまで学習した本時と関連のある資料を配付し，考えさせる。

	4
(4)
	「全国に広がる下剋上」
◎応仁の乱をきっかけに，どのような人が力を付けて，社会は変わっていったのか自分の考えを持つ。
○応仁の乱をきっかけに，各地でどのような勢力が新たに力を付けたのか，地図などを基に調べたりまとめたりする。
	　〇
	
	
	②「NHK for School」を活用して，戦国大名について調べる。
③守護大名と戦国大名の違いを，前単元第２時と比較しながら「領国」「荘園」「分国法」の言葉を使って説明させる。

	5
(5)
	「庶民に広がる室町文化」
◎室町時代にはどのような特色を持った文化が展開したのか自分の考えを持つ。
○室町時代にはどのような特色を持った文化が展開したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
	　
	　○
	
	②「NHK for School」を活用して室町文化についての映像資料を見て理解を深めさせる。
③現在に結び付くものが見られることに気付かせながら，文化の特徴について，幕府の置かれた場所の影響や文化の担い手の特徴から説明させる。

	6
(6)
	「章の学習を振り返ろう」
◎人々がそれぞれに結び付きを強めていった目的は何か自分の言葉で表現する。
○中世までに登場した身分や職業を武士と庶民のまとまりに分けて，そ
れぞれのタテとヨコの関係図を作り，どのような結び付きがなぜ強められたかを考え，話し合う。また，中世とはどのような時代か,自分の言葉で表現したり,意見交換を行ったりする。
	
	　○
	　○
	③武士のまとまりは，鎌倉時代，室町時代，戦国時代の三つの時期に分けて考えさせる。中世とはどのような時代か，まずは短い言葉で特色を表現させ，歴史的な見方・考え方（時代や年代，推移，比較，相互の関連）を働かせて，そのように表現できる理由を説明させる。


単元名「人々の結び付きが強まる社会」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030169]単 元の
目 標
	・ヨーロッパ人来航の背景とその影響を基に，近世社会の基礎がつくられたことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「大航海によって結び付く世界」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]　

・交易の広がりとその影響に着目して，アジアにヨーロッパが進出する中で，世界の交易の空間的な広がりが生み出され，日本とヨーロッパ諸国の接触が起こったことや，日本の政治や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・世界の動きについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「ヨーロッパの変革」
◎キリスト教に基づいたヨーロッパの文化や社会は，イスラム商人との交流により，どのように変化していったのか理解する。
○イスラム勢力の広がりによって，キリスト教中心のヨーロッパはどの
ように変化したのか，十字軍やルネサンスを基にして考える。
	　○
	
	
	②イスラムとの交流が文化や科学・技術にどのような影響を与えたのか説明させる。

	2
(2)
	「大航海時代の幕開け」
◎ヨーロッパの人々の進出によって，世界はどのように変化したのか自分の考えを持つ。
○新航路を開拓したヨーロッパの国々によって，世界はどのように変化
したのか，地図などの資料を基に考え，ヨーロッパとアジアや南北アメリカとの関係を図でまとめる。
	　
	　○
	
	③「NHK for School」の映像資料を活用し，大航海時代についての理解を深めさせる。
②教科書の地図資料や本文から読み取ったことを，1人１台端末を用いて各自で，関係図にまとめさせる。

	3
(3)
	「東アジアの貿易と南蛮人」
◎ヨーロッパの海外進出によって，日本の社会はどのような影響を受けたのか自分の言葉で表現する。
○ヨーロッパとの貿易や交流は，戦国時代の日本にどのような影響を与えたのか，鉄砲とキリスト教に着目して考える。
	
	
	　○
	③ヨーロッパの国々が進出した地域では，どのような変化が起こったのか，「貿易」と「キリスト教」という言葉を使って説明させる。

	[bookmark: _Hlk83030244]単 元
の
目 標
	・信長・秀吉による統一事業とその当時の対外関係，武将や豪商などの生活文化の展開などを基に，近世社会の基礎がつくられたことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「戦乱から全国統一へ」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]　

・統一政権の諸政策の目的に着目して，中世社会から近世社会への変化が生み出され，日本の政治や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・統一事業について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル　安土桃山時代を眺めてみよう」
◎安土桃山時代の町づくりが行われている様子を描いた想像図を見
て，鎌倉・室町時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取り，疑問があれば追究すべき課題（「単元を貫く問い」）を設定する。
○中世と近世という時代を大きく捉えさせるために，鎌倉時代の農村の様子を描いた『タイムトラベル⑤』との比較も行う。「僧侶が武器を持っていたのはなぜか」「巨大な石はどこからどのような工夫をして運ばれてきたのか」「なぜ新しい升が必要なのか」「人々の身分はどのように変化したのか」などの追究課題を考える。
	　
	
	　
	②情報活用能力「活動スキルA7メモ」を意識させる。
②各班でJamboardに①政治②経済③文化について色分けした付箋を打ち込んでいく（１人1台端末の利用）
②スプレッドシートに単元を貫く問いに対する予想を記入させる。第６時でも同様の活動を設け，自身の考えの変容や深まりに気付かせる。
③時代の特色を政治・経済・文化の側面から捉えられるようにする。

	2
(2)
	「信長・秀吉による全国統一」
◎戦国大名は，どのようにして全国統一を進めたのか理解する。
○織田信長は，どのようにして全国を統一していったのか，絵画資料や地図，法令などの資料を基に読み取る。


	　○
	
	
	③信長の政策は，日本の社会をどのように変えたか，政治面，社会面，経済面でそれぞれ説明させる。
②１人１台端末を用いて，政治面，社会面，経済面についてYチャートで整理し，共同編集機能を用いて考えを交流させる。

	3
(3)
	「秀吉が導いた近世社会」
◎秀吉は，国内と海外に対してどのような政策を行ったのか自分の考えを持つ。
○豊臣秀吉が国内と海外に対して行った政策は，どのような影響を残し
たのか，絵画資料や地図，法令などの資料を基に考える。

	
	　○
	
	③国内政策については，検地と刀狩によって社会はどのように変化したのか，「兵農分離」の語句を使って説明させる。海外政策については，キリスト教への対応や朝鮮出兵に注目させ，豊臣氏の支配が弱まっていった原因について説明させる。

	4
(4)
	「戦国大名と豪商が担った桃山文化」
◎安土桃山時代には，どのような特色を持った文化が展開したのかを自分の言葉で表現する。
○織田信長や豊臣秀吉が登場した時代には，どのような特色をもった文化が展開したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
	
	○
	○
	③信長と秀吉による全国統一政策により，日本の社会はどのように変わったか，中世の社会の特色と比較して説明させる。


単元名「戦乱から全国統一へ」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]　

